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例会場 ホテルハマツ郡山市虎丸町3-18　tel.024-935-1111

No.1037

▶開会点鐘　国歌斉唱　ロータリー歌斉唱「奉仕の理想」　ロータリーの目的・四つのテスト唱和  土田 博さん
　ゲスト　岸本正之様 ((株 )キシモトコーポレーション)　グエン・ティ・タンニャンさん(米山奨学生 )

岩山慎一　   佐藤功一　   増子ふみえ　   蔭山寿一
渡邊万里子　  宗形千鶴　  向山良作　   井上  厚
橋本弘幸　  津野順子　  宮﨑登志行　  大山三起雄 
小林悦子　  渡邉孝子

スマイルＢＯＸ報告 渡邉 孝子 委員長

会長挨拶 白岩 邦俊 会長

　5 月はクールビズの開始の月ですので、今日はノーネクタ
イでまいりました。
　5 月 3 日に元会員の佐藤晴也さんが亡くなられました。佐
藤晴也さんは郡山アーバンＲＣ創立の時のホテルハマツの
支配人で、クラブ運営に関して大きな力となられました。非
常に温厚で知識が豊富な方で、定年退職と同時に退会され
ましたが、自治会活動や各種の講演などをされ、またきちん
としたテーブルマナーを広めるなど、多方面で大変活躍され
ました。岩山さんから慶弔規定のご指摘を受け、本日の理事
会で承認を得ましたので、香典を差し上げました。

米山カウンセラー委嘱状伝達 白岩 邦俊 会長

　向山良作さんに 2019 年 4月1日から2020 年 3月 31日ま
で、米山奨学生のカウンセラーの委嘱状が来ておりますので
お渡しいたします。グエン・ティ・タンニャンさんは出身国は
ベトナムで、国際ビジネス公務員大学校の学生です。

グエン·ティ·タンニャンさんのご紹介 向山良作カウンセラー

　私も 27 年間外国で生活しておりましたので、少しでも留
学生の助けになれればと思います。4 月 21 日に県内のカウ
ンセラーが集まるオリエンテーションでニャンさんに会いまし
た。来日して 3 年経つので日本語も非常に堪能です。クラブ
の末娘として皆さん可愛いがってください。

　例会開始前に理事会が開催され、6 月のプログラムが決
定しました。郡山西ＲＣと共同でローターアクトクラブを支援
することについて、前向きに協議することとなります。

石堂勝壽さん

理事会・幹事報告 松川 義行 幹事

米山奨学生挨拶 グエン·ティ·タンニャンさん

4・5月分の米山奨学金お渡し

　皆さんこんにちは。初めまして。私はベトナムからまいりま
した。国際ビジネス大学校で勉強しています。私の夢はウェ
ディングプランナーになることです。これからどうぞよろしくお
願いいたします。

５月のお誕生日祝い 大山三起雄 親睦活動委員長

総　　　員　33名
出　席　率　57.58％
前回修正率　63.64％

出席報告 増子ふみえ 委員長

出席
19名

欠席
14名

メークアップ ： 向山良作さん
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▶閉会点鐘

ロータリー財団寄付者
■橋本弘幸　■佐藤功一　■土田　博　

ポリオ寄付者
■橋本弘幸　■土田　博

米山記念奨学会寄付者

■津野順子　■増子ふみえ　■橋本弘幸　■佐藤功一
■大山三起雄

プログラム／ゲスト卓話

　お世話になった方々がたくさんい
て緊張しています。今日はよろしくお
願いします。私は肉屋の長男として
生まれました。母は、嫁にするなら

田村の女性と言われる常葉町出身です。男性でも厳しい肉屋
の仕事の中で、お客さんに大事にしていただいており、一生懸
命に頑張っていたと思います。そのような環境にありながら、
私は中学のときから 14 年前まで、親を恨み続けておりました。
最初に築く人間関係は親子です。その関係がうまくいかない人
が、社会に出て他の人とうまくやって行けるはずはありません。
私はそれをずっと引きずってきました。14 年ほど前に倫理法人
会に入り、親を大切にしない人は事業も家庭もうまくいくはず
はないと学びました。それから墓参りを欠かさずするようになり、
なんとか自分の親の最後を看取ることができました。
　私は中学 3 年の 11 月から学校に行きませんでした。親も目
の前でぶらぶらされることが嫌だったようで、叔父の家に預け
られました。高校は郡商に入りましたが、半分ほどは商業科目
でした。進学を考えていたので編入試験を受けましたが合格し
ませんでした。大学卒業後は就職も見習いも考えず、親のやっ
ている肉屋に勤めました。でも親を恨んでいましたので、親の
言うことは一切聞きませんでした。仕事もせず勝手なことをして
数年経ち、自分に嫌気がさして死んでしまおうと真剣に考えまし
た。留まったきっかけは、密教のヨガの本を図書館から借りて
読んだことでした。人のために一生懸命に働くこと、人の役に
立つことを一生懸命にすることが修行になるというような内容で
した。人のためになることをするのだったら、生きていてもい
いかと思うことができました。

　あるとき成功哲学の本に出合いました。親に反発しているよ
りも自分の人生を歩もうと、弟 2 人にお願いして家を出ました。
夜はスナックでアルバイト、日中は土木会社で働きました。土
木会社の人から不動産のほうが合うと言われて、1 か月だけ不
動産会社に行かせてもらい、宅建の試験を受けてみたところ合
格してしまいました。郡商での勉強が役立ったのかもしれませ
ん。取引責任者の登録と開業を県に申請したところ、前例がな
いためすぐには免許が下りませんでした。8 か月待つ間に保険
会社の研修生制度を利用して、保険の仕事もするようになりま
した。そのうちにある人から出資を受けて会社を興すことになり
ました。それが現在まで来ています。
　下の弟が肉屋の社長をしております。母は仕事では素晴らし
くても家ではわがまま放題でした。母を世話したのは弟の嫁で
したが、最後は私が親を看取ることができました。私は親が建
てたビルの 2 階に住むことになりました。8 年前の東日本大震
災のとき、ビルが潰れる様子を目の前で見ました。本当にショッ
クでした。21 世紀公園の茶室の個室に避難し、5 月末までおり
ました。毎朝避難所から事務所に通う中で、潰れたビルを見る
わけです。避難所の消灯は 9 時でした。悶 と々する中で、私の
家が壊れたのはお客さんの痛みを分かるためだったのではな
いかと思うことができました。翌日から地震保険の支払いに一
生懸命になりました。代理店のほとんどは立ち会いをしなかっ
たようですが、私は 9 割以上に立合い、お客さんから「大変な
のに来てくれてありがとう」と感謝してもらいました。保険会社
がたくさん支払ってくれたお陰で紹介が入り、震災後 3 年で仕
事が倍になりました。
　親が亡くなったときに、いつも大事に抱えていたバッグを開
けてみたところ、私が母に書いた手紙がありました。それには「親
孝行をしているところを子供に見せたい」と書いてありました。
心から書いたわけではなかったのですが、その葉書を母は大
事にしてくれていたわけです。育ててもらい、大学まで行かせ
てもらったことを今は心から感謝しています。

ゲスト紹介 　土田　博 ロータリー財団委員長

佐藤　功一
郡山市桑野 2-34-12
TEL 024-922-5789

小林　由拓
郡山市御前南 6-25
TEL 024-961-5636

(株) キシモトコーポレーション　
代表取締役  岸本正之様

　岸本正之さんとは 12 年前に私が
会社を設立したときからのお付き合
いです。経営者は圧倒的なスピード
で成長すると言われますが、設立当
初にスピードについていけなかった
ときに、岸本さんから学ぶ機会を
作っていただきました。今日はいろ
いろ学ぶことができることと楽しみに
しております。


